
も く じ

最
近
、
出
会
っ
た
二
つ
の
声
を
紹
介
し
よ
う
。
ひ

と
つ
は
、
中
国
地
方
で
買
い
物
弱
者
対
策
等
を
実
践

す
る
著
名
な
団
体
の
代
表
者
の
発
言
で
あ
る
。「
視

察
で
話
を
聞
か
れ
て
も
、
成
功
し
た
こ
と
し
か
言
わ

な
い
が
、
実
は
そ
の
何
倍
も
失
敗
し
て
い
る
。
失
敗

し
た
ら
謝
れ
ば
い
い
。
私
は
平
気
で
地
域
の
み
ん
な

に
『
ご
め
ん
な
さ
い
』
と
言
っ
て
い
る
。
仲
間
も
そ

れ
を
と
や
か
く
言
わ
な
い
」。

も
う
ひ
と
つ
は
、
北
陸
地
方
の
花
き
の
産
地
形
成

を
支
援
し
た
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
報
告
で
あ

る
。「
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
農
業
者
間
で
出
し
て
も
ら
い
、
ま
ず
は
手

探
り
で
い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
ん
だ
。
行
き
つ
戻
り
つ

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
（
生
産
者
）
も

本
気
に
な
り
始
め
、徐
々
に
方
向
性
も
見
え
て
き
た
」。

こ
れ
ら
の
動
き
を
読
者
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
だ

ろ
う
か
。
一
部
の
方
は「
失
敗
」や「
手
探
り
」な
ど
、

当
初
計
画
が
甘
い
か
ら
出
て
き
た
言
葉
で
あ
り
、
避

け
る
べ
き
展
開
だ
っ
た
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
地
域
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
以
前
と
比
べ

て
、
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
り
、
ま
た
環
境
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
も
速
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
の
よ

う
な
対
応
は
、
む
し
ろ
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

研
究
サ
イ
ド
か
ら
の
言
及
も
あ
る
。
地
域
に
生
じ

る
環
境
問
題
に
対
し
て
、
環
境
社
会
学
に
は
対
応
過

程
の
試
行
錯
誤
や
失
敗
を
資
源
化
し
な
が
ら
、
プ
ロ

セ
ス
そ
の
も
の
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
は「
順
応
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
（
宮
内
泰
介
等
編
『
複
雑
な
問
題

を
ど
う
解
決
す
れ
ば
よ
い
の
か
』）。

同
じ
よ
う
な
指
摘
は
、
公
民
館
研
究
な
ど
の
社
会

教
育
学
に
も
あ
る
。
地
域
の
未
来
の
あ
り
方
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
地
域
づ
く
り
で
は
、
一

つ
ず
つ
試
し
な
が
ら
、
未
来
を
形
づ
く
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
目
標
達
成
型
で

は
な
く
、
試
行
錯
誤
型
の
プ
ロ
セ
ス
だ
と
言
わ
れ
て
い

る（
牧
野
篤『
自
己
が
在
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』）。

農
山
漁
村
の
地
域
づ
く
り
や
そ
れ
を
支
援
す
る
政

策
で
も
、
こ
う
し
た
順
応
型
、
試
行
錯
誤
型
の
プ
ロ

セ
ス
の
奨
励
を
意
識
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
た
め
に
は
仕
組
み
の
刷
新
が
多
面
的
に

求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
小
さ

な
社
会
実
験
的
な
要
素
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
自

由
度
が
あ
る
こ
と
、
②
活
動
に
寄
り
添
い
、
柔
軟
な

軌
道
修
正
を
助
言
で
き
る
伴
走
者
が
存
在
す
る
こ
と

（
集
落
支
援
員
や
中
間
支
援
組
織
）、
③
事
業
評
価
を

計
画
の
修
正
を
含
め
て
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
つ
い
て
行

う
こ
と
、
④
地
域
内
で
も
「
失
敗
」
を
許
容
す
る
文

化
（
雰
囲
気
）
を
作
り
だ
す
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
の
領
域
に
当
て
は

ま
る
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、
順
応
や
試
行
錯
誤

を
意
識
し
た
政
策
支
援
も
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少

な
く
と
も
、当
初
計
画
の
形
式
的
な
精
緻
化
を
競
い
、

そ
の
完
成
度
に
よ
り
優
先
的
に
財
政
支
援
す
る
と
い

う
時
代
で
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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薫風そよぐ、八丈島の春（東京都八
はち

丈
じょう

町
まち

）

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

東京の南方約287km、羽田から空路
で約1時間の距離に位置する八丈島。
八丈富士の麓でフリージアが見頃を
迎える頃「八丈島フリージアまつり」
が開催される。期間限定の花の摘み
取り体験や郷土芸能、黄八丈の着付
け体験などが楽しめるほか、島スイー
ツを味わえるフリージアカフェも登場
し、春の陽気のなか多くの人で賑わう。

地
域
づ
く
り
と
「
試
行
錯
誤
」

明
治
大
学
農
学
部
教
授

小お

田だ

切ぎ
り 

徳と
く

美み

活

動

政

策

情�

報

情�

報

随�

想

第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
第
３
回
専
門
小
委
員
会
に
濱
舘
行
政
委
員
会
委
員
が
出
席
�
����



⑵

地
域
の
資
源
と
資
金
を
活
用
し
た
地
域
密
着
型
の
新
規
事
業
立
ち
上
げ
支
援

　

～
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
推
進
～　

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域
政
策
課
�
�
⑶

ま
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む
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！
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新
た
な
感
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な
が
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濱
舘
行
政
委
員
会
委
員
は
、
介
護
分
野

に
お
け
る
専
門
人
材
の
不
足
や
介
護
認
定

件
数
の
増
加
に
伴
う
事
務
負
担
の
増
大
、

ま
た
道
路
・
上
下
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
点
検
業
務
の
外
部
委
託

実
施
な
ど
、中
泊
町
の
実
情
を
説
明
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
そ
の
他
の
行
政
事
務
を
含

め
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
近
隣
市

町
村
と
の
広
域
連
携
、
民
間
委
託
等
の
外

部
化
を
図
る
な
ど
、
自
主
的
に
工
夫
し
て

事
務
処
理
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
全
国
に
は
9
2
6
の
町
村
が

あ
り
、
各
団
体
は
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
、
地
域
に
合
っ
た
手
法
を
自

ら
選
択
し
て
行
政
運
営
に
当
た
っ
て
き
て

お
り
、
今
後
の
地
方
制
度
調
査
会
の
議
論

に
お
い
て
も
各
団
体
が
自
ら
考
え
判
断

し
、
選
択
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
を

大
前
提
と
す
る
よ
う
求
め
た
。

令
和
8
年
3
月
30
日
、
第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
第
3
回
専
門
小
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
各
行
政
事
務
の
持
続
可
能
性
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
現
行
の
執
行
上
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
。

本
会
か
ら
は
濱
舘
豊
光
行
政
委
員
会
委
員
（
青
森
県
中
泊
町
長
）
が
W
E
B

出
席
し
、
意
見
を
述
べ
た
。
な
お
、
濱
舘
行
政
委
員
会
委
員
の
ほ
か
、
石
田
秋

田
県
大
館
市
長
、
阿
部
長
野
県
知
事
、
大
城
沖
縄
県
副
知
事
が
意
見
を
述
べ
た
。

第３４次地方制度調査会第３４次地方制度調査会
第３回専門小委員会に第３回専門小委員会に

濱舘行政委員会委員が出席濱舘行政委員会委員が出席

▲濱舘行政委員会委員（WEB出席）

全国町村会全国町村会

2026年（令和 8年） 4月13日　2第3356号
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

総
務
省
は
、
地
域
の
資
源
と
資
金
を
活
用

し
た
地
域
密
着
型
の
創
業
・
新
規
事
業
の
立

ち
上
げ
（
以
下
「
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
」
と
い
う
。）
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
国
庫
補
助
事
業
）」
に
つ
い
て
は
、
近
年
申

請
件
数
が
増
大
し
て
き
て
お
り
、
令
和
７
年

度
に
は
制
度
創
設
以
来
最
高
と
な
る
年
間
１

０
８
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
令
和
８
年
度
も
物
価
高
騰
等

を
踏
ま
え
た
公
費
助
成
額
の
上
限
引
上
げ
や

予
算
額
の
増
額
等
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
支
援

件
数
の
拡
大
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
国
庫
補
助
の
要
件
を
満
た
さ
な
い

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
や
、
事
業

を
立
ち
上
げ
る
準
備
段
階
に
関
す
る
自
治
体

負
担
に
つ
い
て
も
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ

て
お
り
、
本
稿
で
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
推
進
は
、

当
該
企
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
資
源

の
利
活
用
・
賑
わ
い
創
出
・
雇
用
効
果
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
地
域
に
も
た
ら
す
の

で
、
ぜ
ひ
各
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
本
稿
の

制
度
も
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
積
極
的
に

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２２
．．��

ロ
ー
カ
ル

ロ
ー
カ
ル
１
０
１
０
、、
０
０
０

０
０
０
プ
ロ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
国
庫
補
助
事
業
）

ジ
ェ
ク
ト
（
国
庫
補
助
事
業
）

（
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金 

令
和

７
年
度
補
正
予
算 

21
・
２
億
円 

令
和
８
年

度
当
初
予
算
案 

６
・
７
億
円
）

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
国
庫
補
助
事
業
）」
は
、
総
務
省
が
展

開
す
る
国
費
を
活
用
し
た
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
施
策
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
は
、
①
地
域
密

着
型
（
地
域
資
源
の
活
用
）、
②
地
域
課
題

へ
の
対
応
（
公
共
的
な
課
題
の
解
決
）、
③

地
域
金
融
機
関
等
に
よ
る
融
資
、
④
新
規
性

（
新
規
事
業
）、
⑤
モ
デ
ル
性
の
要
件
に
総
務

省
の
有
識
者
の
審
査
を
経
て
該
当
す
る
と
認

め
ら
れ
た
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
が
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
立
ち
上
げ
に
あ
た
り
、
必
要
な
初
期
投
資

額
と
金
融
機
関
の
融
資
可
能
限
度
額
と
の
差

額
を
補
助
し
て
支
援
を
行
っ
た
場
合
に
、
当

該
自
治
体
に
「
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交

付
金
」
と
し
て
国
費
を
交
付
（
原
則
、
自
治

体
に
よ
る
補
助
額
の
１
／
２
、
条
件
不
利
地

域
に
つ
い
て
は
財
政
力
０
・
25
以
上
の
場
合

は
補
助
額
の
２
／
３
、
財
政
力
０
・
25
未
満

の
場
合
は
補
助
額
の
３
／
４
に
引
上
げ
）
す

る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
面
か
ら
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

中
で
も
「
重
点
支
援
」
の
対
象
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
に
よ
る
補
助
額
に
対
す
る
国
費

交
付
率
の
か
さ
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
、
令

和
８
年
度
は
、「
地
域
脱
炭
素
に
特
に
関
連
す

る
事
業
」、「
女
性
・
若
者
の
活
躍
に
特
に
関
連

す
る
事
業
」
に
つ
い
て
は
補
助
率
を
３
／
４

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

自
治
体
の
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
、
特
別

交
付
税
措
置
（
措
置
率
０
・
５
）
を
講
じ
て

お
り
、
実
質
的
な
自
治
体
の
財
政
負
担
を
大

幅
に
軽
減
し
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
創
業
支
援
等
事
業

計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金

は
、
そ
の
中
で
も
最
も
強
力
な
創
業
支
援
施

策
で
あ
る
。
一
旦
事
業
が
立
ち
上
が
る
と
、

地
域
で
雇
用
を
創
出
し
、
地
域
の
原
材
料
を

購
入
す
る
こ
と
で
、
地
元
に
も
資
金
還
元
し

た
上
で
、
毎
年
の
営
業
利
益
が
黒
字
に
な
る

こ
と
は
十
分
期
待
で
き
る
も
の
の
、
初
期
の

設
備
投
資
の
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
の
借
り

入
れ
で
賄
う
に
は
十
分
で
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
あ
っ
た
と
す
る
。
借
入
返
済
の
原
資

は
、
税
引
き
後
利
益
と
減
価
償
却
費
（
本
来

は
将
来
の
再
投
資
の
た
め
に
留
保
す
べ
き
資

金
）
で
あ
り
、
金
融
機
関
の
融
資
可
能
額
に

は
限
度
が
あ
る
。
こ
れ
を
超
え
る
初
期
投
資

額
が
必
要
な
場
合
、
自
己
資
金
に
よ
る
出
資

を
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
地
域
で
の
将
来
見
通
し
は
厳
し

く
、
出
資
の
増
加
が
実
現
す
る
こ
と
は
厳
し

い
。
そ
の
結
果
、
せ
っ
か
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

地域の資源と資金を活用した地域の資源と資金を活用した
地域密着型の新規事業立ち上げ支援地域密着型の新規事業立ち上げ支援
～ローカルスタートアップの推進～～ローカルスタートアップの推進～
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そ
こ
で
自
治
体
が
、
必
要
な
初
期
投
資
額

と
金
融
機
関
の
融
資
可
能
限
度
額
と
の
差
額

を
補
助
し
て
事
業
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
っ

た
場
合
に
、
そ
の
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
の

が
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
で
あ

る
。
地
域
の
資
金
循
環
を
拡
大
す
る
た
め
、

民
間
事
業
者
等
が
地
域
金
融
機
関
か
ら
受
け

る
融
資
額
が
公
費
に
よ
る
交
付
額
と
同
額
以

上
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。

公
費
交
付
額
の
上
限
額
に
つ
い
て
は
、
昨

今
の
物
価
高
騰
へ
の
対
応
や
、
よ
り
大
き
な

融
資
を
引
き
出
し
て
地
域
経
済
循
環
を
一
層

推
進
す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
、「
原

則
と
し
て
３
、
０
０
０
万
円
、
融
資
額
が
公

費
交
付
額
の
２
倍
以
上
３
倍
未
満
の
場
合
は

上
限
４
、
０
０
０
万
円
、
同
３
倍
以
上
４
倍

未
満
の
場
合
は
上
限
５
、
０
０
０
万
円
、
同

４
倍
以
上
の
場
合
は
上
限
５
、５
０
０
万
円
」

と
改
定
し
た
。

経
済
産
業
省
関
係
の
補
助
金
と
比
較
す
る

と
、
施
設
整
備
・
改
修
費
、
備
品
費
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
融
資
の
割
合
に
応
じ

て
補
助
上
限
額
が
最
大
５
、
５
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
比
較
的
規
模
の
大
き
い
事
業
に

も
対
応
で
き
る
こ
と
、
が
特
徴
で
あ
る
。
な

お
、
数
百
万
円
程
度
の
小
規
模
事
業
に
も
対

応
し
て
お
り
、
実
際
に
３
０
０
万
円
程
度
の

補
助
額
と
な
っ
た
実
績
も
あ
る
。
ま
た
、
地

方
創
生
関
係
の
交
付
金
と
比
較
す
る
と
、
補

助
率
に
つ
い
て
、
条
件
不
利
地
域
で
は
最
大

３
／
４
ま
で
、
地
域
脱
炭
素
、
女
性
・
若
者

活
躍
に
関
す
る
事
業
で
は
３
／
４
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
、経
済
産
業
省
関
係
、

地
方
創
生
関
係
の
補
助
金
を
活
用
す
る
よ
り

も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
が
有
利
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、自
治
体
・

金
融
機
関
向
け
の
広
報
か
ら
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
と
な
る
事
業
者
向
け
の
広
報
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
大
幅
に
案
件
の
掘
り
起
こ

し
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
５
年
度
は
年
間
23

件
の
交
付
決
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
令

和
６
年
度
は
82
件
、
令
和
７
年
度
は
１
０
８

件
と
制
度
創
設
以
来
過
去
最
高
の
交
付
決
定

件
数
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
予
算
額

も
増
え
て
お
り
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
で

21
・
２
億
円
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
案
で

６
・
７
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
申
請
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
る
た
め
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は

柔
軟
に
案
件
組
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
前

広
な
相
談
に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
総
務
省
地

域
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や
活
用
事
例
、
申

し
込
み
の
流
れ
を
わ
か
り
や
す
く
記
載
し
た

動
画
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
掲
載
し
て
い
る
。

（h
ttp

s://w
w

w
.so

u
m

u
.g

o
.jp

/

m
a

in
_s

o
s

ik
i/jic

h
i_g

y
o

u
s

e
i/

c-gyousei/local10000_project.htm
l

）

〈
資
料
１
、
２
〉

▲資料１

ローカル10,000プロジェクト（地域経済循環創造事業交付金）

½ 国費
¼ 特別交付税

¼ 実質的な地方負担

民間事業者等の初期投資費用（施設整備・改修費、機械装置費、備品費等）

自己
資金等

公費による助成

国費

地域金融機関による融資等※１
（原則無担保※２）

地方費 ※１ 地域活性化ファンドによる出資、民間クラウドファンディング、ふるさと融資を含む
※２ 交付金事業により取得する財産には担保設定可能

事業スキーム

助成上限額（自治体→事業者）
融資／公費 公費による助成上限額

4倍～ 5,500万円

3倍～ 5,000万円

2倍～ 4,000万円

1倍～ 3,000万円

●交付金の申請主体は自治体（都道府県・市区町村※）
●申請は随時受付
（問合せ専用ダイヤルを設置）
●施設整備・改修費、備品費も対象
●補助上限額は最大5,500万円（大規模事業対応可）
●全ての産業分野で活用可能

 R8当初予算額 6.7億円
 R7補正予算額  21.2億円
（R7当初予算額  6.2億円）

R8拡充 交付率（国→自治体）
・原則、公費の1/2
・条件不利地域（1,113団体）のうち、
財政力0.25～0.5 2/3
財政力0.25未満 3/4

・重点支援分野 3/4
（地域脱炭素、若者・女性活躍）

※創業支援等事業計画の作成が必要
（R7.12月時点で1,555市区町村が作成済）

○ 産官学金の連携により、地域の資源と資金を活用した地域密着型事業の創業・第二創業・新規立ち上げを支援
○  ❶地域密着型（地域資源の活用） ❷地域課題への対応 ❸地域金融機関による融資等 ❹新規性（新規事業）❺モデル性
の要件について、国の有識者審査を経て該当すると認められた事業が対象

POINT
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ロ
ー
カ
ル

ロ
ー
カ
ル
１
０
１
０
、、
０
０
０

０
０
０
プ
ロ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
地
方
単
独
事
業
）

ジ
ェ
ク
ト
（
地
方
単
独
事
業
）

ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
令
和
５
年
度
ま
で
、
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
事
業
が
推
進
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
国
庫
補
助
事

業
の
み
で
取
り
組
む
に
は
限
界
が
あ
り
、
地

方
単
独
事
業
も
含
め
て
総
合
的
に
施
策
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

６
年
度
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
準
じ
て
、
市
町
村
が
地
方
単

独
事
業
と
し
て
、
民
間
事
業
者
の
初
期
投
資

費
用
に
対
し
て
自
治
体
が
金
融
機
関
等
の
融

資
等
と
協
調
し
て
公
費
に
よ
り
助
成
す
る
場

合
の
市
町
村
の
負
担
額
に
対
す
る
特
別
交
付

税
措
置
（
措
置
率
０
・
５
）
を
新
た
に
講
じ

て
い
る
。

対
象
事
業
は
、
①
地
域
密
着
型
（
地
域
資

源
の
活
用
）、
②
地
域
課
題
へ
の
対
応
（
公
共

的
な
課
題
の
解
決
）、③
融
資
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
等
、
④
新
規
性
（
新
規
事
業
）

の
要
件
に
自
治
体
の
外
部
有
識
者
の
審
査
又

は
商
工
会
議
所
等
の
確
認
を
経
て
該
当
す
る

と
認
め
ら
れ
た
事
業
と
し
て
い
る
。
地
方
単

独
事
業
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
・
優
良
事

例
の
横
展
開
を
図
る
事
業
や
先
進
的
と
は
言

わ
な
い
ま
で
も
地
域
課
題
へ
の
対
応
に
資
す

る
事
業
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

国
庫
補
助
事
業
と
異
な
り
、
モ
デ
ル
性
は
問

わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
対
象
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補

助
事
業
が
施
設
整
備
・
改
修
費
、
機
械
装
置

費
、
備
品
費
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
経
費
を
対
象

と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
地
方
単
独
事
業
は

こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
経
費
に
加
え
て
、
広
告
宣

伝
費
や
商
品
開
発
費
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
経
費

も
対
象
と
し
て
い
る
。

特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
経
費
の
上
限
額

に
つ
い
て
は
、「
融
資
額
が
公
費
交
付
額
の

同
額
以
上
の
場
合
は
上
限
１
、５
０
０
万
円
、

同
０
・
５
倍
以
上
同
額
未
満
の
場
合
は
上
限

８
０
０
万
円
、
同
０
・
５
倍
未
満
の
場
合
は

上
限
２
０
０
万
円
」
と
な
っ
て
い
る
。
国
庫

補
助
事
業
と
異
な
り
、
融
資
額
が
公
費
交
付

額
の
同
額
未
満
の
場
合
も
対
象
と
し
て
い

る
。
市
町
村
の
民
間
事
業
者
等
へ
の
補
助
事

業
の
補
助
上
限
額
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
１

件
当
た
り
１
０
０
万
円
程
度
の
団
体
が
大
半

で
あ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
融
資
額
が
小
さ
い
場
合
で
も

１
件
当
た
り
２
０
０
万
円
ま
で
、
融
資
額
が

大
き
い
場
合
は
１
件
当
た
り
１
、
５
０
０
万

円
ま
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
は
、
融
資
に
当

た
っ
て
は
、
無
担
保
（
交
付
金
事
業
に
よ
る

取
得
財
産
へ
の
担
保
権
設
定
は
除
く
。）
を

条
件
と
し
て
い
る
が
、
地
方
単
独
事
業
に
つ

い
て
は
特
に
条
件
は
設
け
て
い
な
い
。
金
融

機
関
の
方
か
ら
は
無
担
保
融
資
の
条
件
が
厳

し
い
と
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
が
、
地

▲資料２

ローカル10,000プロジェクト
令和８年度制度改正について（公費助成の上限額等の見直し）
○ 公費（国費＋地方費）による助成の上限額を増（原則2,500万円→3,000万円）

○ 「融資／公費」比率に応じた上限額のかさ上げ措置について、より大きな融資を引き出して地域経済循環を一層推進するため、
「融資／公費」比率と公費助成の上限額を見直し（最高5,000万円→5,500万円）

○ 国費の交付率がかさ上げ（原則1/2→3/4）となる「重点支援分野」は、「地域脱炭素」、「若者・女性活躍」
○ 本制度改正は、令和８年４月１日以降の交付申請※１事業から適用※２

※１ 事業実施計画書の審査後、交付要綱に基づいて行う申請
※２ 既に融資額の調整・自治体の予算化が進んでいる案件を考慮し、令和７年度中に所定の事業実施計画書が総務省に提出された場合には、
  交付申請が令和８年度となっても、従前の上限額を適用（「融資／公費」比率1.5倍～３倍の区分）することが可能

地域金融機関による融資等
（原則、無担保融資）

自己
資金等公費（国費＋地方費）による助成

融資／公費 公費助成の
上限額

４倍 ～ 5,500 万円
３倍 ～ 5,000 万円
２倍 ～ 4,000 万円
１倍 ～ 3,000 万円

（現行） （改正後）

「融資／公費」比率と
公費助成の上限額を見直し
最高5,000万円→5,500万円

公費助成の上限額を増
原則2,500万円→3,000万円

融資／公費 公費助成の
上限額

２倍 ～ 5,000 万円

1.5倍 ～ 3,500 万円

１倍 ～ 2,500 万円

第3356号5　2026年（令和 8年） 4月13日

政　策

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

p03-07 3356 政策_ローカルスタートアップ.indd   5p03-07 3356 政策_ローカルスタートアップ.indd   5 2026/04/13   18:06:252026/04/13   18:06:25



町 村 週 報（第三種郵便物認可）第0000号 2024年（令和 6年） 0月00日　12

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約7分

TEL.03（3581）0471
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号
Webサイト URL　https://www.zck.or.jp/kaikan/

3番出口

内
案
ご
の
室
客

ご予約・お問い合わせ

シングル
119室

SINGLE
ROOM

ツイン
18室

TWIN
ROOM

ダブル
12室

DOUBLE
ROOM

※市町村職員共済組合等の宿泊施設利用助成券がご利用いただけます。
和室もございますのでお問い合わせください。

p00 0000 広告 会館（新）1段広告_251219～.indd   12p00 0000 広告 会館（新）1段広告_251219～.indd   12 2025/12/19   14:00:252025/12/19   14:00:25

方
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、
担
保
付
融
資
の

場
合
に
つ
い
て
も
特
別
交
付
税
措
置
の
対
象

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
単
独
事
業
に
つ
い
て

は
、
既
存
事
業
の
横
展
開
な
ど
モ
デ
ル
性
が

低
い
も
の
や
、
大
き
な
設
備
投
資
を
伴
わ
な

い
少
額
の
も
の
、
融
資
額
が
小
さ
い
も
の
、

担
保
付
融
資
の
も
の
、
ソ
フ
ト
経
費
が
中
心

と
な
る
も
の
等
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
に
お
い
て
は
、
現
在
、
民
間
事
業

者
等
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
会
に
改
め

て
、
既
存
の
地
方
単
独
事
業
を
見
直
し
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
。〈
資
料
３
〉

４４
．．��

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

係
る
特
別
交
付
税
措
置

係
る
特
別
交
付
税
措
置

政
府
で
は
、令
和
４
年
を「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
創
出
元
年
」
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

振
興
を
強
力
に
推
進
し
て
お
り
、
資
本
主
義

の
持
続
可
能
性
と
強
靱
性
を
高
め
、
全
て
の

人
が
成
長
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
市
場
だ
け
で
は
進
み
に
く
い
分
野
で

あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
を
、
官
民
挙
げ

て
大
規
模
に
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
創
業
形
態
を
分
析
し
て
み
る
と
、

融
資
や
大
規
模
投
資
を
必
要
と
し
な
い
創
業

が
多
数
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
地
域

経
済
の
活
性
化
等
に
資
す
る
も
の
も
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０

０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
と
し
て
き
た
設

備
投
資
以
外
に
も
支
援
の
射
程
を
広
げ
、
地

域
資
源
を
活
用
し
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す

る
小
規
模
創
業
を
支
援
し
、
地
域
発
の
経
済

好
循
環
を
作
り
出
し
て
い
く
意
義
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
創
業
を
幅
広
く
支
援

し
て
い
く
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
事
業

の
企
画
段
階
、
立
ち
上
げ
準
備
段
階
を
支
援

す
る
「
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
係
る

特
別
交
付
税
措
置
」
を
講
じ
て
い
る
。

ま
ず
、
事
業
の
企
画
段
階
は
、
創
業
の
意

思
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

事
業
を
立
ち
上
げ
よ
う
か
を
検
討
す
る
段
階

の
支
援
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
関
係
者

間
で
の
打
ち
合
わ
せ
や
、
関
係
者
に
対
す
る

研
修
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
等
を
行
う
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
産
業
競
争

力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援
等
事
業
計
画

の
作
成
に
係
る
経
費
、
創
業
塾
、
創
業
セ
ミ

ナ
ー
、
研
修
に
係
る
経
費
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
、
創
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を

講
じ
て
い
る
。

次
に
、
事
業
の
準
備
段
階
は
、
事
業
構
想

を
決
定
し
た
後
の
手
続
き
段
階
の
支
援
で
あ

る
。
こ
の
段
階
で
は
、
地
域
脱
炭
素
等
に
係

る
調
査
分
析
、
地
域
資
源
の
調
査
分
析
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
検
討
の
ほ
か
、
事
業
開
始
を

見
据
え
て
法
人
設
立
の
手
続
き
や
オ
フ
ィ
ス

借
り
入
れ
等
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

▲資料３

ローカル10,000プロジェクト（地方単独事業）
○ ローカル10,000プロジェクト（国庫補助事業）に準ずる、市町村が単独で実施する地域密着型事業の立ち上げを支援
○ ❶地域密着型（地域資源の活用） ❷地域課題への対応 ❸金融機関による融資等 ❹新規性（新規事業）
の要件について、市町村において有識者の審査又は商工会議所等の確認を経て該当すると認められた事業が対象
※国庫補助事業と異なり、❶～❹の要件を満たせば、自治体が自由に制度設計可能

自己
資金等

公費による助成
地方費

事業スキーム

融資／公費 公費による助成上限額

１倍～ 1,500万円

0.5倍～ 800万円

0.5倍未満 200万円

● 国庫補助事業と比べ、以下の要件が緩和されており、
市町村の裁量でより柔軟な創業支援が可能

・モデル性は問わない
・融資額が公費による助成額未満でも対象
・金融機関からの担保付き融資も可
・ソフト経費（広告宣伝費、商品開発費等）も対象

½ 特別交付税（措置率0.5）

½ 実質的な自治体負担

金融機関による融資等※

民間事業者等の初期投資費用（施設整備・改修費、機械装置費、備品費、広告宣伝費、商品開発費等）
及び フォローアップに係る費用（事業分析・再構築費） 

※ 地域活性化ファンドによる出資、民間クラウドファンディング、ふるさと融資を含む

助成上限額（自治体→事業者）
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そ
の
た
め
、
地
域
資
源
の
発
掘
や
活
用
方
法

の
分
析
に
係
る
経
費
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
の
た
め
の
調
査
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
経

費
、
法
人
設
立
等
に
係
る
経
費
（
定
款
や
登

記
簿
、社
会
保
険
・
税
務
関
係
書
類
作
成
等
）、

オ
フ
ィ
ス
の
賃
借
等
に
係
る
経
費（
賃
貸
料
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
借
上
料
）
に
つ

い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
な

お
、
オ
フ
ィ
ス
の
賃
借
等
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
１
団
体
当
た
り
の
上

限
額
を
１
０
０
万
円
と
し
て
い
た
が
、
令
和

７
年
度
か
ら
、
１
団
体
当
た
り
の
上
限
額
を

５
０
０
万
円
、
１
事
業
当
た
り
の
上
限
額
を

１
０
０
万
円
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
措
置
の
特
徴
は
、
措
置
率
が
０
・
８
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
な
特
別

交
付
税
の
措
置
率
は
０
・
５
と
さ
れ
て
い
る

が
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
地
域
で
の
新
規
事
業
立
ち
上
げ
の
重
要

性
に
鑑
み
、
特
に
手
厚
い
財
政
措
置
を
講
じ

て
い
る
。

市
町
村
に
お
い
て
は
、
現
在
、
創
業
支
援

の
取
組
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
、
本
措
置

を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

〈
資
料
４
〉

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域
政
策
課

電
話　

０
３-

５
２
５
３-

５
５
２
３

メ
ー
ル　

chisei@
soum

u.go.jp

▲資料４

ローカルスタートアップ支援制度 ［事業の企画～立ち上げまで各段階での財政措置］

○ 地域の資源と資金を活用した地域課題の解決に資する創業・新規事業（ローカルスタートアップ）を支援
○ 事業の企画・立ち上げ準備・事業立ち上げの各段階において、交付金による支援及び特別交付税措置を実施

※ローカルスタートアップ支援制度を活用するには、「創業支援等事業計画」の作成が必要（認定件数1,555市区町村（R7.12月時点））

・地域脱炭素等に係る調査分析
・地域資源の調査分析
・ビジネスモデル調査分析
・法人設立等に係る経費
・オフィスの賃貸料、
インキュベーション施設

支援制度の内容

・創業支援等事業計画の作成
・創業塾、創業セミナー、研修
・ビジネスコンテスト
・創業コーディネーターの設置

特別交付税
（措置率0.8・財政力補正あり）

特別交付税
（措置率0.8・財政力補正あり）

・ローカル10,000プロジェクト（国庫補助事業）を活用した
初期投資（施設整備・改修、機械装置、備品等）
※モデル性を有するもの

交付金（交付率1/2～3/4）

・ローカル10,000プロジェクト（地方単独事業）を活用した
初期投資（施設整備・改修、機械装置、備品、商品開発費、
 広告宣伝費等）
※モデル性は問わない

・ローカル10,000プロジェクト（地方単独事業）を活用した事業
に対する、フォローアップ、事業分析・再構築に係る経費

特別交付税（措置率0.5・財政力補正あり）

❶ 事業の企画 ❸ 事業立ち上げ❷ 立ち上げ準備
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（第三種郵便物認可） 町 村 週 報

紫明亭展望台からの眺望。
土産は山ぶどうのワインが人気。

全国926町村には、それぞれにその場所ならではの輝く資源があります。
そのまち、そのむらが、今発信したい魅力を紹介していきます。

まちむらの魅力発信！
　
小
豆
島
の
西
北
部
と
、
豊
島
、
小
豊
島
、
沖

之
島
か
ら
な
る
土
庄
町
。
瀬
戸
内
海
を
望
む
風

光
明
媚
な
こ
の
地
は
、
ご
ま
油
の
製
造
で
知
ら

れ
る
か
ど
や
製
油（
株
）の
創
業
の
地
で
す
。

　
２
０
２
４
年
、土
庄
町
と
か
ど
や
製
油（
株
）、

地
元
の
生
産
者
「
小
豆
島 
陽
当
の
里 

伊
喜
末
」

が
連
携
し
、「
ご
ま
の
み
ら
い
小
豆
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、「
ご
ま
で
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
島
」

を
合
言
葉
に
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
金
ご
ま

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
畑
で
は
、「
小
豆
島 

陽
当
の
里 

伊
喜
末
」

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
種
ま
き
か
ら
収

穫
ま
で
一
連
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
小
学
生
の

体
験
学
習
で
は
、
乾
燥
さ
せ
た
ご
ま
の
束
か
ら

ご
ま
の
実
を
取
り
出
す
農
業
体
験
や
、
か
ど
や

の
工
場
見
学
を
実
施
。
収
穫
し
た
ご
ま
は
給
食

に
も
提
供
さ
れ
、
自
分
で
す
り
鉢
で
す
っ
て
食

べ
る
と
い
う
体
験
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴

重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

かつてはよく見られた農作業。
製品は地元の産直市でも大人気。

ご
ま
で
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
島
を
目
指
す

農 業

土
庄
町
の

金
ご
ま
の
栽
培

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
東
洋
一
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
の
鉱
山
の
町
と
し
て
栄
え
た
小
坂

町
。 

雄
大
な
大
自
然
を
誇
る
「
十
和
田
八
幡
平

国
立
公
園
」
の
十
和
田
湖
に
面
す
る
町
で
も
あ

り
ま
す
。

　
十
和
田
湖
は
約
20
万
年
前
に
始
ま
っ
た
火
山

活
動
に
よ
る
陥
没
で
形
成
さ
れ
た
二
重
カ
ル
デ

ラ
湖
で
す
。
秋
田
と
青
森
の
県
境
に
位
置
し
、

戦
前
か
ら
日
本
八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
北
の
名
勝
地
で
も
あ
り
ま
す
。
青
森
県
側
の

奥
入
瀬
渓
流
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
秋

田
県
側
の
小
坂
町
で
も
「
道
の
駅
十
和
田
湖
」

の
整
備
を
契
機
と
し
て
、
西
湖
畔
エ
リ
ア
の
再

整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
西
湖
畔
の
遊
歩

道
で
は
、
湖
面
を
渡
る
四
季
折
々
の
風
を
感
じ

な
が
ら
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。
樹
齢
１
０
０
０

年
を
超
え
る
カ
ツ
ラ
を
は
じ
め
、
ブ
ナ
や
ホ
オ

ノ
キ
と
い
っ
た
巨
木
の
森
、ト
ク
サ
の
群
生
地
、

可
憐
な
山
野
草
な
ど
、
豊
か
な
自
然
を
間
近
に

感
じ
ら
れ
る
の
が
魅
力
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
の
中
で
、
気
軽
に
大
自
然
を
堪
能
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

巨
木
の
森
を
散
策
し
て

雄
大
な
大
自
然
を
体
感

景 観

観
光
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

日
帰
り
温
泉
施
設

温 泉　
八
ヶ
岳
の
東
麓
に
位
置
す
る
小
海
町
。
冬
は

完
全
結
氷
す
る
松
原
湖
で
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
や

ス
キ
ー
、
夏
は
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
な
ど
、
豊
か

な
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て
１
年
を
通
し
て
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
町
営
の
日
帰

り
温
泉
施
設
「
八
峰
の
湯
」
は
、
毎
日
訪
れ
る

地
元
客
が
い
る
一
方
、
こ
う
し
た
観
光
の
拠
点

に
な
っ
て
い
ま
す
。
八
ヶ
岳
が
眼
前
に
広
が
る

露
天
風
呂
、
美
肌
に
よ
い
泉
質
の
源
泉
か
け
流

し
、
遠
赤
サ
ウ
ナ
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
食

事
が
人
気
で
、
全
国
の
温
泉
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ

の
上
位
に
入
る
ほ
ど
。

　
近
年
の
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
２
年
ほ

ど
前
か
ら
は
熱
波
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
。
人
気
の
熱
波
師
を
呼
ん
だ
サ
ウ
ナ
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の

だ
と
か
。
今
年
は
累
計
入
館
者
数
が
３
０
０
万

人
に
達
す
る
見
込
み
で
、
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト
を

考
案
中
で
す
。

小
海
町
の

　
　八
峰
の
湯

小
海
町
の

　
　八
峰
の
湯

Vol.6

と
の
し
ょ
う
ち
ょ
う

こ

ヤ
ッ
ホ
ー

う
み

ま
ち

小
坂
町
の

　
　十
和
田
湖

小
坂
町
の

　
　十
和
田
湖

こ

さ
か

ま
ち

土
庄
町
の

金
ご
ま
の
栽
培

香川県香川県

ひ

い

ぎ

す
え

あ
た
り

八ヶ岳連峰を一望できる露天風呂。
夜には星空も見られる。

長野県長野県

秋田県秋田県
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仮
設
住
宅
に
使
用
さ
れ
る
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ

ス
、
学
童
保
育
所
に
活
用
　
播
磨
・
蓮
池
小
、

利
用
希
望
の
増
加
に
対
応�
（
兵
庫
県
播は
り
磨ま

町ち
ょ
う）

学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ
急
増
を
受
け
て
、
兵
庫
県

播
磨
町
は
災
害
時
に
仮
設
住
宅
と
し
て
使
う
移
動

式
木
造
住
宅
（
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
）
を
建
設
し
、

蓮
池
小
学
校
に
四
つ
目
の
学
童
保
育
所
を
開
設
し

た
。
業
界
団
体
と
昨
年
結
ん
だ
災
害
時
の
協
定
か

ら
同
ハ
ウ
ス
の
活
用
案
が
浮
上
。
１
年
間
仮
設
で

運
営
し
な
が
ら
校
内
に
新
た
な
建
屋
を
建
て
、
２

０
２
７
年
度
に
本
格
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
計
画
と
い

う
。

■�

受
け
入
れ
可
能
な
２
２
６
人
の
枠
に
２
４
０
人

の
応
募
が
あ
り
対
応
協
議

完
成
し
た
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
は
、
木
造
平
屋

の
幅
６
メ
ー
ト
ル
、奥
行
き
５
メ
ー
ト
ル
の
一
間
で
、

最
大
24
人
の
児
童
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
壁
や
天

井
な
ど
内
部
に
は
木
目
が
広
が
り
、
木
の
香
り
が

漂
う
。
畳
や
ロ
ッ
カ
ー
、机
、テ
レ
ビ
な
ど
を
置
き
、

放
課
後
や
土
曜
日
に
５
、
６
年
生
が
利
用
す
る
。

建
設
は
、
協
定
に
参
画
す
る
住
環
境
サ
ー
ビ
ス

会
社「
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」（
加
古
川
市
）に
協
力
を
仰
い
だ
。

１
年
間
の
レ
ン
タ
ル
で
建
設
か
ら
撤
去
ま
で
の
費

用
は
約
４
７
５
万
円
。

町
は
25
年
度
、
同
校
で
第
１
～
３
の
学
童
保
育

所
を
運
営
。
受
け
入
れ
可
能
な
計
２
２
６
人
の
枠

に
対
し
２
１
６
人
が
利
用
し
た
。
26
年
度
も
枠
内

で
対
応
で
き
る
と
見
込
ん
だ
が
、
昨
年
秋
の
募
集

に
２
４
０
人
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
対
応
を

協
議
。
同
校
校
舎
の
利
用
も
検
討
し
た
が
、
出
勤

者
が
少
な
い
土
曜
日
の
不
審
者
対
策
な
ど
の
安
全

面
や
教
室
の
確
保
に
課
題
が
あ
っ
た
。

町
は
昨
年
６
月
に
業
界
団
体
な
ど
と
結
ん
だ
協

定
に
着
目
し
、
課
題
の
浮
上
か
ら
半
年
足
ら
ず
で

建
物
を
完
成
さ
せ
る
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
、
学

童
保
育
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

26
年
度
は
、
同
校
の
体
育
館
西
側
駐
車
場
の
一

部
（
約
１
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
鉄
骨
２
階
建

て
を
新
築
。
27
年
度
は
仮
設
の
同
ハ
ウ
ス
を
閉
鎖

し
た
上
で
、
同
保
育
所
を
新
た
な
建
屋
に
移
設
す

る
予
定
と
い
う
。

佐
伯
謙
作
町
長
は
「
利
用
希
望
の
増
加
を
読
み

切
れ
ず
に
ピ
ン
チ
を
招
い
た
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
協
力

で
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」。
同
ハ
ウ
ス

は
仮
設
住
宅
な
ど
災
害
対
応
の
ほ
か
、
店
舗
や
オ

フ
ィ
ス
で
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の

芝
本
忠
雄
社
長
は
「
学
童
保
育
所
で
の
利
用
は
初

め
て
で
は
な
い
か
。
素
晴
ら
し
い
用
途
で
、
な
ん

と
か
協
力
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
話
し
た
。

放
課
後
や
土
曜
日
に
児
童
を
受
け
入
れ
る
学
童

保
育
の
希
望
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
播
磨
町
内

４
小
学
校
の
う
ち
、
蓮
池
小
で
の
学
童
保
育
を
希

望
す
る
児
童
数
は
２
０
２
６
年
度
は
２
４
０
人

と
、
22
年
度
か
ら
49
人
増
え
た
。
一
方
、
同
校
の

児
童
数
（
26
年
度
当
初
見
込
み
）
は
６
９
７
人
で

22
年
度
か
ら
62
人
減
っ
て
い
る
。

町
内
全
体
で
も
児
童
数
は
減
少
傾
向
。
26
年
度

当
初
見
込
み
は
２
０
０
４
人
で
、
22
年
度
か
ら
１

２
６
人
減
少
の
一
方
、
26
年
度
の
学
童
保
育
を
希

望
す
る
児
童
数
は
５
５
６
人
と
、
22
年
度
に
比
べ

て
72
人
増
え
た
。
核
家
族
化
の
進
展
や
共
働
き
世

帯
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
学
童
保
育
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

�
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年
４
月
5
日
・
神
戸
新
聞
）

若
桜
町
　
車
内
遠
隔
受
診
開
始
　
集
落
赴
き

診
療
所
つ
な
ぐ�

（
鳥
取
県
若わ
か
桜さ

町ち
ょ
う）

鳥
取
県
若
桜
町
は
３
日
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
マ
ル
チ
タ
ス
ク
車
両
」
を
活
用
し
た
移

動
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
始
め
た
。
マ
ル
チ
タ
ス
ク

車
両
に
よ
る
移
動
診
療
の
本
格
導
入
は
鳥
取
県
内

初
。
自
宅
前
に
止
め
た
車
の
中
で
診
察
を
受
け
た

り
、
薬
を
処
方
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

同
町
は
住
民
の
約
半
数
が
高
齢
の
単
身
世
帯
や

夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
交
通
機

関
以
外
に
移
動
手
段
を
持
た
な
い
世
帯
も
少
な
く

な
い
。
加
え
て
山
間
部
は
冬
季
の
積
雪
が
多
く
、

通
院
が
難
し
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
町
は
安
定

的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
、
集
落
内

で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
に
し
た
。

導
入
さ
れ
た
の
は
、
全
国
初
と
な
る
普
通
乗
用

車
型
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
車
両
。
狭
い
路
地
も
通
行

可
能
で
駐
車
時
も
ス
ペ
ー
ス
を
取
ら
ず
、
四
輪
駆

動
の
た
め
雪
道
に
も
強
い
。
乗
降
を
助
け
る
ス

テ
ッ
プ
も
準
備
さ
れ
て
い
る
。

車
両
は
町
職
員
が
運
行
し
、
わ
か
さ
生
協
診
療

所
の
看
護
師
が
同
行
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る

ビ
デ
オ
通
話
で
同
診
療
所
や
調
剤
薬
局
を
つ
な

ぎ
、
患
者
の
自
宅
前
で
医
師
や
薬
剤
師
が
診
察
や

服
薬
指
導
を
行
う
。
車
両
に
は
遠
隔
聴
診
器
や
血

中
の
酸
素
濃
度
を
測
る
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

な
ど
の
機
材
が
搭
載
さ
れ
、
基
本
的
な
診
察
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

聴
力
が
弱
い
高
齢
者
に
配
慮
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
は
医
師
や
薬
剤
師
の
言
葉
が
字
幕
で
表
示

さ
れ
る
。
処
方
薬
は
診
療
の
翌
日
以
降
に
郵
送
で

届
く
。
診
療
の
対
象
と
な
る
の
は
、
症
状
が
落
ち

着
い
て
い
る
慢
性
期
疾
患
の
患
者
。
患
者
の
希
望

を
受
け
て
移
動
診
療
可
能
か
、
同
診
療
所
の
医
師

が
判
断
す
る
。

３
日
は
同
町
吉
川
で
初
め
て
の
診
療
が
行
わ
れ

た
。
月
に
１
回
、
同
診
療
所
で
診
察
を
受
け
て
い

る
岡
本
芳
野
さ
ん
（
86
）
は
「
足
が
不
自
由
な
の

で
助
か
る
。
こ
れ
か
ら
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
た
。

町
は
今
後
、
車
両
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
予
定
。
車
両
に
搭
載
す

る
衛
星
通
信
機
能
を
活
用
し
、
災
害
時
の
避
難
所

で
携
帯
電
話
の
通
信
環
境
を
整
え
る
ほ
か
、
移
動

投
票
所
と
し
て
の
利
用
も
検
討
し
て
い
る
。

診
療
の
様
子
を
見
守
っ
た
上
川
元
張
町
長
は

「
今
後
は
市
内
の
医
院
な
ど
に
も
協
力
を
取
り
付

け
、
町
内
に
な
い
小
児
科
な
ど
の
診
療
も
導
入
で

き
れ
ば
」
と
意
欲
を
示
し
た
。
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年
4
月
4
日
・
日
本
海
新
聞
）

外
国
人
、障
害
者
と
円
滑
に
意
思
疎
通
　福
岡
・

福
智
町
が
字
幕
表
示
シ
ス
テ
ム
　
端
末
に
翻

訳
・
図
解
な
ど
瞬
時
に�

（
福
岡
県
福ふ
く
智ち

町ま
ち
）

福
岡
県
福
智
町
は
1
日
、
外
国
人
や
聴
覚
障
害

者
、
高
齢
者
と
円
滑
に
意
思
疎
通
で
き
る
字
幕
表

示
シ
ス
テ
ム「
C
o
t
o
p
a
t（
コ
ト
パ
ッ
ト
）」

を
町
役
場
（
同
町
金
田
）
に
本
格
導
入
し
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
日
本
語
で
話
し
た
言
葉
を
翻
訳

し
た
字
幕
や
、
提
示
を
求
め
る
身
分
証
明
書
の
画

像
を
瞬
時
に
表
示
で
き
、
効
率
的
な
手
続
き
や
案

内
に
つ
な
げ
る
。
担
当
者
は
「
全
て
の
人
に
優
し

い
窓
口
を
目
指
す
」
と
話
す
。

コ
ト
パ
ッ
ト
は
京
セ
ラ
が
開
発
。
134


の
言

語
に
翻
訳
で
き
、
耳
が
不
自
由
な
人
に
は
日
本
語

の
字
幕
を
示
し
て
説
明
す
る
。「
フ
ロ
ア
」
と
言

う
と
1
階
窓
口
の
見
取
り
図
が
出
て
く
る
な
ど
図

解
や
動
画
を
簡
単
に
表
示
で
き
る
。
自
治
体
の
ほ

か
、
宿
泊
施
設
や
駅
窓
口
で
の
導
入
例
が
多
い
と

い
う
。

こ
れ
ま
で
町
は
、
英
語
が
話
せ
る
職
員
を
呼
ん

で
き
た
り
、
私
用
端
末
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
り

し
て
し
の
い
で
き
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
で
適
切
な
窓

口
業
務
を
行
う
た
め
、
町
職
員
で
つ
く
る
業
務
改

善
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
導
入
を
提
案
。
3
月

9
日
か
ら
試
用
を
始
め
、
転
入
届
を
出
す
ベ
ト
ナ

ム
人
の
対
応
で
も
問
題
な
く
使
え
た
と
い
う
。

端
末
は
1
階
の
総
合
窓
口
に
1
台
を
準
備
し
、

職
員
が
操
作
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
れ
ば
、
持
ち
運
ん
で
使
う
こ
と
も
で
き
る
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
窓
口
の
利
便
性
向
上
や

情
報
提
供
の
効
率
化
を
図
る
「
ふ
く
ち
ス
マ
ー
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
の
一
環
。
行
政
情

報
を
発
信
す
る
大
型
画
面
（
100


イ
ン
チ
）
の

設
置
を
含
め
、
国
の
助
成
を
受
け
て
約
3
8
0
万

円
で
整
備
し
た
。
町
住
民
課
窓
口
係
の
稲
垣
陽
太

郎
係
長
は
「
字
幕
な
ら
間
違
っ
て
伝
わ
る
リ
ス
ク

も
減
ら
せ
る
」
と
利
点
に
期
待
し
て
い
る
。

�

（
2026



年
4
月
3
日
・
西
日
本
新
聞
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す

町
村

か
わ
ら
版
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お問い合わせ先

JFM地方財政セミナー・ＪＦＭ地方公営企業セミナー

資金調達・資金運用に関する研修

地方財政や金融に関する研修・セミナーを実施します！
自治体運営の参考として、地方財政や金融に関する各種の研修・セミナーを実施しています。

基礎から専門的な知識の習得、最新の動向の把握など、ニーズに応じてぜひ積極的にご活用ください。

地方公共団体金融機構

地方財政や地方公営企業に係る関心の高いテーマについて、
国における最新の動向や、先進的な取組事例を紹介します。日 帰 り

資金調達や資金運用の基礎を短期間で学びたい職員を対象としています。日 帰 り

地方公営企業等の担当職員（初任者～中堅職員）を対象としています。宿  泊  型

資金調達と資金運用を基礎から専門的知識までじっくり学びたい職員を対象としています。宿  泊  型

研修名 開催日 場所 講義プログラム（予定）

JFM地方公営企業
セミナー

令和８年６月
３日（水）～５日（金）

全国市町村
国際文化研修所
（JIAM：滋賀県）

地方公営企業の基本的な制度の概要及び
財務会計制度、経営戦略の改定などにつ
いての講義・演習

研修名 開催日 場所 講義プログラム（予定）

資金調達・運用・
財政分析の集中講座

令和８年７月
22日（水）～24 日（金）

全国市町村国際文化研修所
（JIAM：滋賀県） 資金調達入門、資金運用入門、資金調達・

運用に関する取組（事例発表）、グループ
ワーク、演習など令和８年９月

16日（水）～18 日（金）
市町村職員中央研修所
（JAMP：千葉県）

研修名 開催日 場所 講義プログラム（予定）

JFM地方財政
セミナー 令和８年７月３０日（木） 東京会場（JA共済ビル）

地方公会計に基づく財務書類等の活用方
法や、公共施設等の適正管理といった、
地方財政に係る関心の高いテーマなど

JFM地方公営企業
セミナー 令和８年７月３１日（金） 東京会場（JA共済ビル）

「公営企業のDX･ 広域化」や「公営企業
の経営改善（上下水道）」といった、地方
公営企業に係る関心の高いテーマなど

●講師は自治体ファイナンス・アドバイザー（金融の専門知識や実務経験を有する金融機関出身の JFM職員）です。
●�日帰り研修の内容はオンラインでも実施します。【資金調達：令和８年 12 月２日（水）／資金運用：３日（木）】詳細は地方自治研究機構Webサイトで�
ご確認ください。

●日帰り研修、宿泊型研修、オンライン研修は一部内容が重複しています。

☎ セミナー：支援企画課：03-3539-2676
☎ 研修：ファイナンス支援課：03-3539-2677

 chihoushien@jfm.go.jp （共通）

お 知 ら せ
●最新の情報は機構Webサイトでご確認ください。
●�お申し込みは機構Webサイトにて受付けます。�
（宿泊型研修は JIAM、JAMPのWebサイト）
地方公共団体金融機構　研修 検索
https://www.jfm.go.jp/support/development/training/index.html

実務担当者の
生の声が聞ける！

日帰りと宿泊型
選べる２つの学び方！

研修名 開催日 場所 講義プログラム（予定）

資金調達入門研修
令和８年７月２日（木） 大阪会場（TKPガーデンシティ

PREMIUM大阪梅田新道）
借入金利の見方、借入金利の分析、銀行
等引受債の借入交渉、日本経済の見方、
日本銀行の金融政策と金利動向令和８年８月２０日（木） 東京会場（JA共済ビル）

資金運用入門研修
令和８年７月３日（金） 大阪会場（TKPガーデンシティ

PREMIUM大阪梅田新道）
資金運用商品の種類と特徴、資金運用の
リスク管理、資金運用の手法、銀行の現
状と指定金融機関、日本銀行の金融政策
と金利動向令和８年８月２１日（金） 東京会場（JA共済ビル）

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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　地方公共団体が直面する課題の解決を図るために、総務省と地方公共団体金融機構の共同でアドバイザーを
派遣する事業を実施しています。 無料（予算措置不要）ですので、いつでもお気軽にご活用いただけます。

● �機構 Web サイトにおいて、「実施の手引き」 
など、関係資料を掲載中！

● �活用事例も紹介しています。 
ぜひご確認ください。

お問い合わせ先

※��申請に際しては、本事業の Web システムをご利用いただきます。
システムの使い方等については、下記 Web サイトで公表している
マニュアルを参考にしてください。

▼地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業

経営・財務マネジメント強化事業　 検索

https://www.jfm.go.jp/support/development/keieizaimu.html

（１）支援分野　※⑩は啓発・研修事業のみで実施

アドバイザーを派遣する支援分野
① 公営企業・第三セクター等の経営改革
　・DX・GX の取組　・経営戦略の改定・経営改善　
　・公立病院経営強化プランの改定・経営強化の取組　等
② 公営企業会計の適用
③ 地方公会計の整備・活用
④ �公共施設等総合管理計画の見直し・実行 

（公共施設マネジメント）
⑤ 地方公共団体の DX
　・情報システムの標準化・共通化　・DX の機運醸成　
　・外部デジタル人材の確保　・消防防災 DX
　・AI・RPA の利活用の推進　　等
⑥ 地方公共団体の GX
⑦ 地方公共団体間の広域連携
　・公共施設の集約化等　・専門人材の確保
　・事務の共同実施　
⑧ 地方税務行政の DX 等
　・課税事務の効率化　・徴収事務の効率化
⑨ 地方創生の取組　　※好事例の横展開を行うもの
　・持続可能な生活環境の創生　・地域経済の高付加価値化
　・若者・女性から選ばれる地域づくり　
　・地域への人の流れの創出　
⑩ 首長・管理者向けトップセミナー

（２）支援の方法
地方公共団体・公営企業に対して派遣

課題対応
アドバイス

事業

地方公共団体・公営企業が直面する課題に対し
て、当該課題の克服等、財政運営・経営の改善
に向けたアドバイスを必要とする場合に団体の
要請に応じて派遣

都道府県に対して派遣
啓発・

 研修事業
都道府県が市区町村・公営企業等の啓発のため、
支援分野の研修を行う場合に派遣

1

2

　ご活用いただいた団体からは、 「予算措置なしでアドバイスを受けられることはありがたい」 「下水道使用料改定案に
ついて、担当者に寄り添った技術的なアドバイスをいただけたことで、適切な料金水準に改定することができた」といっ
た声をいただいています。

活用団体の声

　令和8年度のアドバイザー派遣にかかる申請を令和８年３月２日（月）から受付を開始しました。ぜひ積極的にご活用
ください！

お知らせ

１ 事業概要

● 令和８年度も切れ目なく申請を受け付けます。
※�派遣日程等は、申請受付後でも変更可能です（活用が見込まれる場合には、

計画ベースで申請を行っていただいて差し支えありません。）。

2 申請期間（令和8年3月～9年１月末）

● 全国の地方公共団体の約70％が活用　
● 令和７年度のアドバイザー派遣は約 5,200 回

3 実績

☎ 地方支援部 支援企画課：03-3539-2676   　  chihoushien@jfm.go.jp 

　地方公共団体等の要請や状況に応じて、公認会計士、学識経験者等 約900人の専門的アドバイザーがみなさまをサポートします。
　複数回の派遣も可能ですので、それぞれのニーズに応じて、ぜひご活用ください。

１申請あたり約４回！

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

情　報
第3356号11　2026年（令和 8年） 4月13日

【地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業】
令和８年度の派遣申請を受付中！

地方公共団体金融機構
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北
方
町
は
岐
阜
県
の
南
西
部
、
濃
尾
平

野
の
北
端
に
位
置
し
、
東
に
岐
阜
市
、
北

西
に
本
巣
市
、
南
に
瑞
穂
市
へ
と
隣
接
し

て
い
ま
す
。
町
域
は
東
西
１
・
85
㎞
、
南

北
４
・
２
㎞
、
面
積
は
５
・
18
㎢
と
、
南

北
に
細
長
い
形
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行

政
面
積
は
県
内
で
は
１
番
、
全
国
の
市
区

町
村
で
も
９
番
目
に
小
さ
く
、
中
部
国
際

空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き

さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
令
和
７

年
12
月
末
現
在
の
人
口
は
１
８
、
５
５
１

人
と
、
県
内
一
人
口
密
度
が
高
い
町
で
も

あ
り
ま
す
。
町
内
に
は
一
級
河
川
の
天
王

川
、
糸
貫
川
と
普
通
河
川
の
長
谷
川
な
ど

が
南
北
に
流
れ
て
お
り
、
大
き
な
山
や
谷

も
な
く
、
町
内
ほ
ぼ
す
べ
て
が
平
坦
な
地

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
方
町
は
、
民
間
調
査
機
関
が

発
表
し
て
い
る
「
街
の
住
み
こ
こ
ち
ラ
ン

キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
６
年
連
続
で
岐
阜

県
内
１
位
に
輝
い
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
生
活
利
便
性
が
高
い
、
住
み
よ
い
街

と
し
て
の
評
価
が
定
着
し
て
お
り
、
県
内

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
人
口
減
少
問
題
に

悩
む
中
、
北
方
町
の
人
口
は
現
状
維
持
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

歴
史
を
紐
解
く
と
、
本
町
は
、
明
治
22

年
の
町
村
制
実
施
に
伴
い
北
方
町
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
約
１
４
０
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
古
き
伝
統
や
歴
史
に
育

ま
れ
た
文
化
の
町
で
も
あ
り
、
弘
法
太
子

が
西
暦
８
１
１
年
に
創
建
し
た
名
刹
「
円

鏡
寺
」
に
は
、
木
造
聖
観
音
立
像
や
木
造

不
動
明
王
立
像
、
楼
門
な
ど
貴
重
な
文
化

財
が
数
多
く
残
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

土
・
桃
山
時
代
に
は
織
田
、
豊
臣
、
徳
川

も
篤
く
信
仰
を
寄
せ
、
そ
の
繁
栄
ぶ
り
と

数
々
の
所
蔵
品
か
ら
「
美
濃
の
正
倉
院
」

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
古
き
よ

き
伝
統
や
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
近
代
で

は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
土
地
改
良

事
業
に
よ
り
土
地
の
形
態
や
、
生
活
の
根

幹
と
な
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
上
下
水
道
）

及
び
都
市
計
画
道
路
・
公
園
等
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
教
育
や
社
会
福
祉
を
は
じ

め
と
す
る
住
民
の
住
環
境
の
整
備
を
積
極

的
に
推
進
し
て
き
て
い
ま
す
。

交
通
の
面
で
は
、
狭
い
町
内
に
６
系
統

も
の
バ
ス
路
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お

り
、
岐
阜
市
中
心
部
ま
で
20
分
、
名
古
屋

市
へ
も
60
分
程
度
で
到
達
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
は
東
海
環
状
自

動
車
道
の
西
回
り
ル
ー
ト
が
開
通
し
、
高

速
道
路
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
さ
ら
に
向
上

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
立

地
条
件
に
よ
り
、
名
古
屋
市
を
は
じ
め
と

す
る
中
京
圏
域
に
お
け
る
優
良
な
住
宅
都

市
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
が
見

込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
折
し
も
当
町
で
は
、
令
和
７
年

３
月
に
、
今
後
８
年
間
の
行
政
指
針
と
な

る
第
８
次
総
合
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
本
町
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
環
境
の

変
化
や
地
域
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
住

民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
高
齢
化
や
核
家

族
化
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
子
育
て
家
庭
等
、
支
援
が
必
要
な
方
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
う
え
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

施
策
方
針
を
継
承
し
つ
つ
、
住
民
と
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
協
働
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
住
民
と
行
政
、
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、

人
や
地
域
、
歴
史
や
文
化
等
が
将
来
に
向

け
て
よ
り
磨
か
れ
て
い
く
よ
う
、
本
町
の

将
来
像
を
「
新
た
な
感
動
と
つ
な
が
り　

未
来
輝
く
北
方
」
と
定
め
、
よ
り
一
層
魅

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
「
安
全
・

安
心
で
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」、

「
歴
史
・
伝
統
と
利
便
性
が
調
和
す
る
す

み
や
す
い
ま
ち
」、「
持
続
可
能
な
未
来
に

向
け
た
つ
な
が
り
の
あ
る
ま
ち
」
と
い
う

３
点
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
、
全
国
的
に
も
、

東
海
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
今
後
、
人
口

減
少
に
向
か
っ
て
い
く
大
き
な
流
れ
は
、

避
け
よ
う
が
な
い
現
実
で
す
。
所
詮
、
近

隣
市
町
の
間
で
人
口
の
獲
得
競
争
を
繰
り

広
げ
た
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
地

域
全
体
と
し
て
の
経
済
の
縮
小
や
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
は
免
れ
ま
せ
ん
。

大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
不
都
合
な

事
実
も
し
っ
か
り
と
現
実
問
題
と
し
て
受

け
止
め
、
真
に
実
現
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

施
策
と
し
て
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
で

す
。
最
近
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
は
、
根
拠
も
曖

昧
な
ま
ま
、十
分
な
検
証
も
な
い
ま
ま
の
、

自
分
勝
手
な
主
義
主
張
が
満
ち
溢
れ
て
い

ま
す
。
人
間
誰
し
も
、
不
都
合
な
情
報
か

ら
は
目
を
背
け
、
美
辞
麗
句
を
並
べ
が
ち

で
す
が
、
簡
単
に
情
報
が
手
に
入
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
た
と
え
地
味
で
も
、
地
に
足

の
着
い
た
行
政
運
営
を
心
掛
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
感
動
と
つ
な
が
り

　
　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

戸と

部べ

　
哲て

つ

哉や

岐
阜
県
北き

た

方が
た

町
長

2026年（令和 8年） 4月13日　12第3356号
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